
Nathanael　Westと「成功への夢」

・4Cool1協llio％解釈の試み

平　野信行

1・Nathanael　Westの評価

　生前はほとんど問題にされなかった作家が，死後あるきっかけで急に評価され始め

る揚合が時折あるが，N＆thanael　Westはその典型的な例と言ってよいだろう。1931

年に処女作Thθ∂脚n乞加〃o∫Bα」50翻詔を公にして以来，1940年のクリスマス

も間近というときに自動車事故で不慮の死に遇うまで，彼が世に出した小説はわずか

四つ，他に新聞，雑誌に書いた短い文章が四篇ぱかり，これが彼の作家活動のすべて

である。彼が書いていたときが1930年代という不景気の時代であったこともマイナ

スの要因として作用したかもしれないが，Westの作品の評判は芳しくなかった。わ

ずかに第二作目のハ4乞∬乙o，3θり’加α腐力§好評であったのみで，処女作は500部限定

で問題にされず，三作目に当たる・4CooJハ4甑餓は不評でゾッキ本扱いにされ，

最後の丁舵一〇＠げ≠hθLoo％5’は1500，部足らずしか売れなかった。作品の出来栄

えからすると，Hemingway，Fitzgerald，Dos　Passos，Steinbeck等，1920年代，

30年代の代表的作家の作品に及ばないことは確かであるから，評判にならなかった

のも当然かもしれない。しかし，彼が評価されなかった理由は別のところにあったと

思われる。その一は，彼の作品の舞台が時代の関心事とは一見無縁のところに設定さ

れていたことである。HcmmgwayにしてもFitzgeτaldにしても，あるいはDos

Passosを考えてみても，彼らの意識の中心は1920年，30年代を出てはいない。そ

れどころかこれらの年代を枠組にして，その中に生起する人間の心理，行動を活写し

ながら，彼らの存在の意義を問うている。一方Westはどうか。彼は紛れもなく1930

年代の作家であるが，その作品には，この年代の一時期主流であった左翼的イデオ・

ギー色はほとんど感じられないし，また彼の意識の中にも1930年代に対する危機感



　52

は一部の作品を除いては希薄である。たとえばTh仏併θ醐¢召澹σB跳05％θ”は，

トロイの木馬の尻の穴からもぐり込んだ主人公の奇怪な体験が綴られているのである

が，いかにdream　lifeとはいえ，このような作品が貧窮に苦しむ1930年代初期の

アメリカ社会に迎えられるはずはない。しかもこの作品にWestが盛り込んだ技法

は，良く言えば実験的だが，彼がそれまでに主として読書を通して得たことを未整理

のまま投げ出している観が強く，同じ実験的といってもDos　PassosがU・5・ん

にみせているそれのような問題意識は感じられない。

　評価を妨げた第二の理由は，Westの作品にみられるsordidなイメジの多用であ

る。彼は，性や排泄といった従来正視を避けてきた事柄をときに作品の中心に据え，

こうしたr汚繊」を隠して表面を繕って美化することこそが真の汚さであると主張し

ているとうけとれるのであるが，こうした主張は，第一次世界大戦を契機として19

世紀ヴィクトリア朝的モラルを背景とする「お上品な伝統」（gentletradition）を排

撃したと言われるr失われた世代」の作家たちの攻撃するsor（lidnessとはまったく

異質であり，一般読者や批評家を戸惑わせるに十分であっただろう。しかしながら，

皮肉なことに，West評価の障害となっていたこれらの点が，やがて死後20年余り

してから彼の作品が俄に読まれるようになったとき，評価の対象となるのである。

　1957年に丁舵Co”¢ρ観θPVoγ々5φNα‘伽郷〆P悔5‘がFarrar，Straus＆Cudahy

から出版された。Faulkner評価の歴史とMalcdmCowleyの編んだオPoy励！8

F副肋即の例を考えてもわかるように，ある作家の作品集の出版は彼の評価になん

らかの刺激を与えることが多い。Westの場合もそうで，この全作品集の出版がもと

でと思われるが，翌年にはアメリカ作家の要領のよい紹介で知られるミネソタ大学の

アメリカ作家研究に加えられ，1961年には最初の本格的評伝が，James　F・Lightに

よって公にされた。以後今日まで，いわゆるWest研究書は大小合わせて8冊以上

になる。このように急にWestが評価されるようになったことについて，全作品集

に序文を書いたAlan　Rossは，レコードのA面ばかり聴いていて，ふとした機会

にB面をかけてみると意外なおもしろさを発見することがある，とWestに対する

いわばr読まず嫌い」の傾向を指摘しているが，なかなか適評である。しかし，レコ

ードにしても何にしても，別の面をとりあげてみようとするからにはなんらかのきっ

かけがあるはずだ。Westが急に読まれ始めたことのきっかけを考えてみると，1960

年代に注目を集めるようになったBlack　Humoristsの活動がク・一ス・アップされ

る。John　Baτth，James　P皿dy，Thomas　Pyncheon，Joseph　Heller，Bruce　Jay

Friedman等がこの中に数えられるが，彼らは，1950年代の後半から60年代にか
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けてアメリカの政治，経済の行き詰りを主因とする種々の危機意識を背景として，彼

ら独自のイメジを縦横に駆使しつつ，アメリカ合衆国の意味，膨脹した巨大産業によ

る人間性の燐小化といった点に批判の眼を向け，意図的に美化された現象面の裏に潜

む醜悪さを徹底的に刹り出して，白日の下に曝け出したのである。その際に彼らの用

いた独自のイメジというのが，Westの評価を妨げたsordidなイメジと共通する要

素が多い。

　Westがsordidなイメジを多用したのは，彼の読書経験の中にPetronius，Arthur

MachenJamesBrallchcabell等が入っていることから，これらからの借り物にす

ぎないとみることもあるいは可能かもしれないが，Black　Humoristsが批判の対象

としたのが，ことさらに美化された表面に隠された醜い実態であるとするならぱ，性，

排泄といったr常識」的には隠されるぺき事柄を正面に据えることがかえって必要で

あり，必然であった。その彼らがNathanaelWestを愛好し，彼の手法を作品に取

り入れているのは当然であろう。

II・且CooJ掘fZ’ε0π評価の問題点

　（i）Nathanael　Westの生涯と「成功への夢」

　こうしてようやく陽の目を見るにいたったWestではあるが，代表作として挙げら

れ’るのはハ弼53Lo％」ツh8躍7∫やThθD‘’yo∫≠hθLo弼3∫で，ThθD7昭粥L¢血¢

BαZ50S％躍やオCooJル「多JJZo，zはほとんど間題にされなかった。前者は，文明の発

祥に遡行して人間存在の意味を追求しようという壮大な意図は感じられるものの，作

者の気負いが先走って，作品自体には粗さが目立ち，構成力が欠けているから，これ

が評判にならないのもやむをえないかもしれないが，後者はよりすぐれているし，種

種問題点を含んでもいるので，もっと読まれてしかるべきである。とくに，1930年

代を20年代にアメリカ社会が謳歌したかにみえるr成功への夢」の実現の無惨な破

壊のときと捉えるならば，アメリカ国民の神話ともいうべき「成功への夢」を完膚な

きまでに叩き壊し，その空しさを証明してみせたオCoolルf¢JJ¢0％を見逃すことはで

きない。また最近のアメリカが政治，経済社会の種々の面に危機的様相を示し，そ

れに伴って，かつての繁栄の日々，古き良き時代への郷愁とうけとれる1920年代の

復活が顕著な傾向としてみられるとき，この20年代の繁栄が果して本物であったの

かという問がしばしば発せられることを考え，この問への痛烈な解答としての30年

代をそれに重ね合わせてみるならぱ，いまこそ孟CooJルf棚伽を読み直すときであ
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ろう。もちろん，Nathanael　Westが「成功への夢」批判を作品に盛り込んでいるの

はこの作品に限ったことではない。というよりは，Westの作品全体を貫くライト・

モチーフがこの批判であるというべきなのであって，r成功への夢」批判に関連させ

てWestを論じるのであれば，当然のことながら，彼の全作品をその対象にせねば

ならないが，ここではそれへの準備として，この主題ともっとも直接に取り組んでい

ると思われるオCooJ　M棚伽に一つの解釈をしてみようと思う。

　遅CooJハ4繭0πを「成功への夢」批判という尺度で載る揚合，考慮すぺき点がい

くつかあるが，それらを整理すれば，作者自身と「成功への夢」の関係および作品中

でのr成功への夢」概念の把握の二点に絞ることができよう。以下この順に従って検

討してゆくことにする。

　第一点の作者自身とr成功への夢」の関係で重要なのは，Westがユダヤ人移民の

家に生まれ育ったことである。どいうのは，何系であれ，移民であれば，なんらかの

意味でr成功への夢」を持つものであるが，ユダヤ人移民の揚合には，民族全体とし

て離散の運命にあるだけに，「成功への夢」といっても，一個人，一家庭のそれに止

まらず，いわば，ユダヤ人の楽土イエルサレムの建設という悲願を背景とする夢だか

らである。その観点でWestと「成功への夢」の関係をみるとき，一つ興味深い事実

が浮かぴ上がってくる。すなわち，ユダヤ人移民といえばおおかた社会的，経済的に

恵まれない人々であるのに対して，彼の家庭は比較的豊かであり，新天地に成功を求

める必要はなかったのである。別言すれば，Westは生まれながらにして成功の軌道

に乗っていたのであり，このことと，左CooZハグ雌飢その他に描き出していぐr成

功への夢」を逆撫でするような対照的な捉え方との差をどう考えるぺきかという問題

がある。これに答えるには，彼の生涯を追ってみる必要があるだろう。

　Nathanael　Westの生涯については大略は知られていたものの，なお細かい点で不

明のところが多かったが，1970年になってJay　Martinの手になる詳細な伝記が公

にされることによって，それらが明らかになり，さらに新しい事実が追加され、いま

ではWestの全体像を把握することが可能になった。以下，主としてこの資料によ

って，Westの生涯とr成功への夢」の関係を追ってみよう。

　Nathamel　Westは1903年ニューヨークの生まれで親のつけた名前はNathall

von　Weinstein　Wallensteinである。父はMax（Mordecai）Weinstein，母はChana

（Anna），旧姓はWallensteillという。すなわち，Westは父母の姓を与えられたわ

けで，彼らの、自、子にかける期待の大きさが想像される。あるいは，父母両家の誇りの

表徴と言ってもよい。この期待ないし誇りは息子の肩に重くのしかかり，やがて彼は
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それを振り捨てることになるのだが，そのことに触れる前に，アメリカ移民の前の彼

の両親の状態についてみてみよう。

　両親が住んでいたのは帝政ロシア政府治下の東欧リトアニア地方の小都市Kovno

である。帝政・シア政府治下の東欧といえぱ，頭に浮かぶのは，ユダヤ系アメリカ作

家の源と目されるYiddish文学の母胎ともいうべきschlemie1やschlimmazlたち，

当時の政府の圧制下にshtet1とよばれるコミュニティを作って，きわめて限られた

生活を余儀なくされていた貧しいユダヤ人たちだが，Westの両親の揚合は，同じ東

欧のユダヤ人でもこの部類には入らない。それは，両親とも家の職業が建築業であっ

たというr幸運」に恵まれていたこと，彼らの住んでいた地域にはかなり自由な自治

が許されていたことによる。当時の・シア皇帝はアレクサンダーH世で，彼はユダ

ヤ人に対して寛容な政策をとり，彼らの自治を大幅に認めた。しかも，当時建築の需

要が盛んであったため，ユダヤ人は多く用いられた。皇帝自ら宮殿の造営にユダヤ人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じを使いもした。建築業は言うなれば皇帝認可の職業であった。こうした雰囲気の中に

Westの両親の家があったのだから，生活は豊かである。とくに，母方の家系は名家

であり，なかでも祖父は高名な建築家として知られていたが，その下で仕事をしてい

た職人の中に，やがてWestの父となるべき若い建築家がいたのである。

　このように，Wallenstein，Weinstein両家は成功一途に進むかにみえたが，やがて

運命の急転のときがやってくる。アレクサンダーH世の後を継いだ皇帝アレクサン

ダー皿世が，H世とはまったく反対の政策を用いたのである。彼は，ユダヤ人の自

治を廃止し，・シア化を促進しようとはかった。Kovno地区のユダヤ人の生活は俄

に苦しくなった。あまつさえ，アレクサンダー皿世は，領内のユダヤ人の若者を軍

役に徴用し始めたのである。ここにいたっては，もはや・シア領内に止まることを潔

しとしないユダヤ人が次々に出てきた。Westの両親の家もそうであった。1887年

から88年にかけ，Weinstein家の，自、子二人がまずニューヨークに移住し，ついで他

の兄弟たちもアメリカに移った。彼らはそこで建築請負会社を設立した。折からニュ

ーヨークは移民の増加に伴って建築の需要が大であったから，彼らの会社は景気がよ

かった。当時ユダヤ人移民の多くは貧しい生活をしていたのにひきかえ，Weinstein

家やWallenstein家は貧乏知らず，r成功への夢」ならぬr成功の現実」を楽しんで

いた。こうした恵まれた環境に生まれたWestはどのような教育を受けたであろうか。

　ユダヤ人の教育には重要な柱が二本ある。landan（学問）とchassid（信仰）がそ

れ’である。Westの両親はとくに学間を成功の道と考え，息子の教育に並々ならぬ注

意を払ったことがわかる。まず彼らは，自分たちは並の東欧からの移民ではないこと
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を認識させようとして，Yiddishを使わせずドイツ語を子供に教えた。また，読書に

ついても気を配り，Westが与えられたのは，Tolstoy，Turgenev，Pushkin，Dosto－

evsky，Thackeray，Diclくens，ShakesPcareといった「古典」であったが，注目され

るのは，これらと同時にHoratio　Algerのr立身出世物語」シリーズを読ませたこ

とである。Horatio　Algerといえぱ，いわゆるfrom　rags　to　richesのr成功への

’夢」実現をテーマとした小説を100以上書いたことで知られるが，Westの揚合は

ragsはないのであって，彼が生まれたとき，家はすでにrichcsの状態にあったので

あるから，さらに成功を夢みる必要はないはずである。それをあえて両親がHoratio

Algerを勧めたのは，、自、子に寄せる期待の大きさを示すものであろう。こうした親の

気持をWestはどう受け止め，いかに応えただろうか。

　結論を先に言えば，彼は名家の生まれという誇りと親の期待を痛いほど感じながら，

一方ではそれ・らに反搬する気持を抱いていた。長ずるにしたがって，後者が次第に大

きくなってゆき，ついに彼ほ自ら改名することによって期待と誇りを拒否するにいた

るのである。その反擬の第一歩は彼の読書傾向に現われた。前述のように，Westは

両親から古典や立身出世物語を与えられ，読書好きの彼はそれらを食るように読んだ。

しかし，その一方で，親の眼からは望ましくない書物，たとえぱPetroniusの∫α一

解∫o伽，James　Branch　cabel1の1僻88％Arthur　Machenの怪奇小説などを読んだ

のである。しかも彼は，評価の定まった古典よりもむしろこれらのいわばr異端」の

書に大きな興味を示したという。これらの書物を通して，彼はgrotesqueなもの，

bizarreな事物に異常なほどの関心を示し，witchcraft，occultism，mysticismなど

に傾斜していった。このことは，Westの作品を技法面から分析的に読む揚合重要な

意味を持つ，と同時にr成功への夢」という甘い糖衣に包まれた醜悪な泥浮を暴いて

みせる彼の作品主題と密接な関係があると思われる。一方，両親との結びつきで考え

ると，彼は、自、子の将来の成功を期待する彼らに背を向けたことになるだろう。そして

読書が家庭教育の重要な要素であることを思いあわせるならば，彼の読書傾向によっ

て，彼らが息子の教育の二本柱と考えていた学問と信仰のうちの一本に罐が入ったこ

とを意味する。この罐を大きくし，ついには柱を折るにいたるのが，学校生活に見せ

たWestの態度である。名家の誇り高い両親は，息子を名門の誉れ高い公立81校

に入れたが，彼は一学期中に欠席30回，遅刻13回という結果で父母の期待に応え

た。これを反抗期の少年の行動として片づけるのは当をえまい。むしろ，両親の持っ

ている伝統尊重主義や名門意識など，いわぱcowentionalなものを排撃して，West

独自の世界を構築する足懸りを求めたものと解すべきであろう。そしてこの解釈に立
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てば，処女作に見られる当時としては一風変わった作風も，以後の作品に一貫する成

功に対する特異な解釈も納得できるのである。こうしたconvelltlon排撃のおそらく

頂点にくるのが，彼自身の行なった改名であろう。

　彼の名前はNathan　von　Weinstem　Wa11ellstcinであるが，1926年8月13日

にNathanael　Westという現在われわれが知っている名前に変えた。しかもこれは

筆名ではないことに注目したい。彼はWeinstein，Wallensteinという父方，母方の

名前を拒否したのである。この改名について，彼自身はHorace　Greeleyがgo　wcst

と言うのでそれに従ったまでのこと，とあっさりしたものだが，そんなに単純なこと

ではなさそうである。というのは，go　westとは，Horace　Greeleyの匹‘Go　west，

youngman　andgo　upwiththccountry”を踏まえてはいるものの，ここに現わ

れているのは，westward　movementを唱導するものであって，成功を示唆する言葉

であるから，Westがこれを額面通りにうけとって自分の名前にしたとは考えられな

いからである。それではわれわれはどう解すぺきか。そこで浮かび上がってくるのが

go　westの別の意味である。go　wcstには，to　dieとかto　fall　in　bushlcssといっ

たHarace　Greeleyの言うgo　westとはむしろ逆の意味がある。もともと西部でカウ

ボーイなどが使っていたもので，第一次世界大戦中にさかんに用いられるようになっ

た。Westと改名した後の作品内容と考えあわせるとき，Weinstein，Wallensteinか

らWestへの改名の裏にこの意味を考えてよいだろう。仮に，彼がHorace　Greeley

の言葉を文字通りにとったとしても，それはwestward　movementの精神としてで

はなく，せいぜい，西の方すなわちヨー・ッパヘ行くことぐらいではなかろうか。事

実，彼は，改名後の同年10月から翌年1月初旬にかけて，当時新芸術運動の中心だ

ったパリに赴き，そこで処女作を執筆しているのである。彼としては，作家として出

発するにあたって何かを振り切る必要があった。その場合もっとも重荷になっていた

のはWeinstein，Wallensteinという家名ではなかったか。そこで彼はそれを消し去

ってWestとし，同時に過去の自己をgo　west（die）によって葬ったのであろう。

以上に見た改名を頂点とするconvention排撃を背景として，次にイCooJハ1¢JZZo％

における「成功への夢」についてみることにしよう。

　（h）　・4000」餓雌0肥における「成功への夢」

　沼Coo♂翅1」ωπは正確には濯Coo♂ル観伽％oγ．Th8・酬3規醐’」魏g　o∫五617¢¢‘8’P蝕脱

といい，1934年にCovici－Friedeから出版された。このタイトルにあるcoo1とは

without　exaggerat、on　or　qual1恥ation（Random　House　Dictionary）の意味で，作
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品の扉には，John　D・Rockfeller　would　give　a　cool　million　to　have　a　stomach

like　yours、という言葉がついている。大金持のRockfellerも胃弱では財産の使いよ

うがなく，健康な胃袋の持ち主の庶民を羨望の眼で見ているといった意味で，r成功

への夢」を皮肉っている。

　この作品をr成功への夢」の観点から分析する揚合には，作中人物の相互関係，そ

れと成功との関連を追うあが便利であるから，筋の展開に従いながらこの方法をとっ

てゆくことにしよう。まず作中の主要人物を挙げると，主人公Lemuel　Pltkin，その

母Mrs．SarahPitkin，女友達BettyPrai1，元大統領Nathall“ShagPoke”WhipPle，

掬摸の名人Sylvanas　Snodgrasse等がいるが，成功に関連して対照的な運命を辿る

のはLemuel　PltkinとNathan‘ShagPoke”WhipPleの二人であるから，彼らに焦

点を当てながら進むのが適当であろう。

　Lemuel　Pitkin（作品ではLemと呼ぱれるので以下それにならうことにする）は，

ヴァーモント州の小さな町で母一人子一人の生活を送っている。家は植民地風の室内

装飾を持つ古風な造りであるが，事情があって抵当に入っている。またAsaGoldstein

という室内装飾家が買い取りたがっている。家はstatus　symbo1であり，それも植

民地風室内装飾の古風な造りとあれば，古い家柄を偲ぱせる。それが他人の抵当に入

っており，事と次第によっては流されるかもしれない，という設定で，主人公Lem

が成功を目差さねばならない準備がされている。この家で唯一財産らしいものは牛一

頭，これさえも，Nathan“Shagpoke”Whlpple（以下Shagpokeと呼ぶ）により借

金の担保にされているのである。彼は元大統領で，いまはRat　River　Bankの頭取，

大統領といえばfrom　rags　to　richesのrichesの頂点である。その彼がいまは田舎

町の小さな銀行の頭取にすぎない。いわば，from　riches　to　ragsである。立身出世

主義の楓刺とうけとれる。この彼は昔の夢をいまなお見続けており，アメリカは希望

に満ちた国であるとの信念を持っている。それを彼はLemに説き，都会へ出よと勧

める。彼はLemの指導者であり助言者の役を与えられているのだが，じつはこれが

たいへんな役であることが次第にわかってくる。LemはShagpokeの話に感心して，

cool　millionの夢を頭にニューヨークヘ出かけてゆく，ここから先LemとShagpoke

は種々の事件で出会うが，Shagpokeが次第に自分の夢の実現に向かって着々と進む

のに対して，Lemは逆の方向にゆくことが特徴的で，しかもLemはその道具にさ

れ，てゆくのである。

　ニューヨークヘ行く車中で，Lemは虎の子の30ドル（牛をShagpokeに売った

金である）をWellington　Mapeという掬摸に取られ，代りに指輪を入れられる。こ
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れがもとでLemは宝石泥棒の疑いで投獄されてしまうのである。このWelllngton

MaPcは後でSylvanas　SIlodgrasseとしてLcmの前に再ぴ現われることになる。

投獄後，彼は刑務所に送られ，ここで所長により歯を抜かれ，冷水浴を強要されると

いう試練を経験するが，これがサブタィトルにあるdlsmantlingの開始である。こ

こで彼はShagpokeと再会する。不況のため銀行が破産し，債権者に訴えられ投獄

されたのだということである。彼はLcmに発明家になれと説く。アメリカ国民は独

創性豊かであり，この国は希望にあふれているのだ，というのがその主旨である。彼

の当面の敵はウォール街のユダヤ国際金融資本家で，いまの憂き目は彼らのせいと確

信しており，出所のあかつきには仕返しをと意気込んでいる。

　疑いが晴れたLemは，所長から盗まれた30ドルと入れ歯をもらって釈放される。

その後憧れの街ニューヨークに出て，五番街のAsa　Goldsteinの店でわが家を見，

懐旧の涙にむせぶ。そのとき，Asaの馬が突然暴れ出し，危くその蹄にかけられそう

になった老人と娘をLcmが救うが，その際眼に負傷する。この老人はMr。Levi

Undeてdownといい，Underdown　National　Bank　and　Trust　Companyの頭取と

わかる（頭取の名前がUnderdownとは皮肉である）。そのとき，詩人と称するSy1－

vanas　Snodgrasseなる人物がLemの勇敢な行為を謳った詩を朗読し始めるが，こ

の男じつはLemの30ドルを掬り取ったWeUingtollMaPeなのである。彼が朗

読している間に子分が集まった群衆のポケソトから失敬するという寸法なのだ。Lem

もまんまとしてやられる。あまりのことに気を失った彼は病院に運ばれるが，そこで

右眼を取られ，かみ合わせがよくない歯は健康に悪いという理由で，入れ歯も取り上

げられてしまう。dismantlingの第二段階である。

　病院を出たLemはまたShagpokeに会う。彼はあらい熊の帽子をかぶり，自分

の理想はAndy（Andrew）JacksonとAbe（Abraham）Lincolnの昔に返ることで

あり，そのためにNational　Revolutionary　Partyの設立が必要であると説く。そし

て，わけがわからずにいるLemはその幹部にされてしまうのである。Shagpokeは

同志を募るが，わずかにインディアンの酋長だというJake　Ravenが応じたのみで

ある。そこでいったん別れ．たLemはElmer　Haineyという詐欺師の手先にされ，

挙句にWu　Fongという中国人経営の売春宿に連れ込まれるのだが，そこで女友達

のBetty　Prai1に会う。彼女はTom　Baxterという男に乱暴されかかるところを

Lemに助けられるかにみえたが，彼が殴り倒されて，けっきょくTOmに犯され，

そのあとここへ売られたのである。この店について作者は詳細な描写を行なっている。

それ’によると，Wu　Fon9は，はじめ国際色豊かな部屋造りにして，世界各国の客の
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好みに合わせていたが，Hearst系新聞のBuy　Amencan　Campaignに応じて，客

の相手をする女性はすべてアメリカ人とし，彼女たちの部屋は出身の州に応じてその

土地の特色を出すようにした。その装飾を一手に引き受けたのは，Lemの家を買い

とったAsaである。彼がここへ引張り込まれたのは男色趣味の客の相手にというわ

けなのだが，いよいよというときになって，大声で助けを求めようと口を開ける拍子

に入れ歯が飛ぴ出し，眼を見開くと義眼が床に落ちて割れるという事件が起こり，客

を仰天させる。すっかり腹を立てたWuFongは彼を放り，出させる。彼はWuFOllg

を告訴して売春宿の実態を暴いてやろうと意気込み，警官に訴えるが相手にしてもら

えず（Wu　Fon9はこの地区の有力者である），けっきょく，しつこいLemに腹を

立てた警官に署へ引張られてしまう。そこで彼を待ち受けていたものは，詐欺罪によ

る逮捕であった。Elmer　Haineyの件が発覚したのである。そこで種々経緯があって，

けっきょく有り金を全部なくしてしまう。これから先のことを考えながら街をぶらぶ

ら歩いていると，街娼に呼ぴとめられ，見るとBettyである。LemがWu　Fon9の

店から放り出されるどさくさ紛れに逃げ出したのだ。再会を喜ぶよりも悲嘆に∫れる

彼をBettyは激励し，ともかくもGrand　Central　Stationで寝ることにしましょう

と言う。そこへ行ってみると，乗車券の行列にShagpokeがいる。彼は革命党結成

の資金作りに，同志Jake　Ravcnとカリフォルニアヘ金鉱を掘りに行くところであ

る。ゴールドラッシュは昔の夢，いま金鉱探しというのは妙な話で，このあたりにも

作者のr成功への夢」の皮肉な見方を感じることができる。一行四人は一路カリフォ

ルニアを目差すが，途中LemはShagpokeの動きを見張っている第三インターナ

ショナルという組織の人質になりかかるが，運よく自動車が事故で動かなくなり助か

る。しかし手に負傷し，指を切断しなければならない。dismantlingがさらに進んだ。

ともかくも一行に追いついたLemがShagpokeに一部始終を話すと，彼は怒り，新

党結成の決意をますます固くするのである。

　カリフォルニアに蒲いた一行はキャンプを張って金鉱探しの準備を整えることにな

った。そこへ現われたのはミズーリ州Pike　COunty出という男である。彼はインデ

ィアンを目の敵にしており，Jakeを殺す機会を狙っている，と同時にBettyをもの

にしてやろうと機会を待っている。ある日，彼はこの二つをやってのけた。すなわち，

Jakeを撃ち，Bettyに襲いかかった。この現揚を見たLemは勇敢にもBettyを

助けようとするが，所詮相手にならない。挙句に，この男が仕掛けた熊捕り罠にはま

って脚をやられてしまう。その間に男は悠凌と目的を達して，Bettyをさらって逃げ

てしまうのである。一方射たれたJakeは，重傷にもめげず近くの部落に救助を求め
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る。その酋長はIsrael　Satinpemyといって，ハーヴァード大学出身のインテリであ

る。彼は，命令により集まって来た部下にいまこそインディアンが立つときであると

説くのであるが，その中で，彼は，白人はインディアンから父祖代々の土地と自然を

奪い，その代りに文明と文明病を与えた。しかしいまや白人自ら彼らの産み出した文

明を持て余している，われわれは白人から押しつけられた文明を捨てねばならない，

という趣旨のことを言う。そして，彼の出撃の叫びはr時計をつぶせ！」である。彼

は，この演説で物質文明の有害なことを批判しているわけだが，これはちょうど，

ShagpokeがLemに発明の必要を説くのと逆の方向を示していることがおもしろい。

しかし物質文明の害を言う酋長が部族に蜂起の合図を送る手段が狼煙ならぬ電報であ

るというのはいかにもおかしい。

　Jakeの訴えを受けて立ったIsraclは，罠にはまって動けないLemを見つけ，

その頭皮を剥いでしまい，ついでに義眼と入れ歯を奪って立ち去る。（lismantlhlgは

さらに進んだ。そこへShagpokcがやってきて，Lemを馬に乗せ，医者のところに

急ぐ。手当ての結果命にかかわることはないことがわかるが，そのかわり，脚は切断

されてしまうのである。歯から始まったLemのdismantlingは，眼，指，頭，脚

と進み，いまや，彼はただ生きているだけの状態である。これから後の彼は次第に

dismantlingの完成へと向かってゆくことになるが，細かい出来事は省いて主な点の

みを追ってゆくと次のようになる。

　Lemの傷が恢復するころにはShagPokeの資金が乏しくなったので，彼はLem

を見世物にして金を作ろうとする。しかしこの計画はうまく当たらない。次に彼らは

Snodgrasseのショーに拾われるが，以前から彼を敵とみるShagpokeは，巡業の先

先でSnodgrasse打倒の煽動をし，ために群衆は暴徒と化し，アメリカ国内のあちこ

ちに暴動が起こる。その巻き添えでJakeがリンチの犠牲になるという事件を織り込

みながら，話は終局に向かう。最後にLemが拾われたのはRiley　and　Robbinsと

いう喜劇団で，彼の役どころは，二人がジョークをとばしながら新聞紙を丸めて殴る

相手で，殴るたびに，義眼や義歯，義足などが外れ，見物客を笑わせるという趣向で

ある。芝居のはねたあとは，Lemは翌日彼が殴られる道具を作らねばならない。作

りながら新聞を読んでいると，眼に映る記事は，Shagpokeの革シャツ党の相次ぐ勝

利である。ある日彼はLemの加わっている一座の興行している町にやってくること

になった。そこの支持がまだ十分でなかったからだ。そして，LemはZachery　Coates

と名乗る男からShagpokeの依頼として演説原稿を渡され，Bijou　Thcaterでそれ

を読んでほしいと言われる。Shagpokeの頼みとあっては断われず，彼は引き受け，
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劇揚に設けられた演壇で読み始めた。

　1＆m　a　clown，but　there　are　tlmes　cven　clowns　must　grow　scriolls　This　is

such　a　tlme．1…

　そこまで読んだとき，銃声が起こり，彼の心臓を銃弾が貫通する。かくしてLe－

muel　Pitkmのdismantlin9は完結するのである。LemとShagpokeの二人に焦、露，栽

を合わせて話の筋を追った結果は以上の通りである。これをみてわかるように，Lem

はShagpokeに会う度にdismantleされているわけで，Shagpokeは間接的に手を

貸しているのである。その目的はユダヤ国際金融資本家と労働組合の打倒に向けて彼

が組織しようとする国家革命組織，革シャツ党のためである。してみると，哀れLem

は彼の道具にすぎなかったのだ。彼は，まさに撃たれようとするとき，I　am　a　clown

と言うが，じつは，はじめからclownだったのである。Lemは銃弾によって殺され

たが，孟COO屈4耀凹はここで終わっていない。作者が最後にエピ・一グ的に付け

ている部分があり，そこに彼がこの小説で訴えたかったことが出ているように思われ

る。それは次の通りである。

　凶弾に命を落したLemuel　Pitkinは，主義に殉じた英雄として尊敬され，彼の誕

生日は国祭日になった。この日アメリカの若者はLemuclPitkinSongなる愛国歌

を歌いながら行進する。それをShag正）oke　Whlppleが観閲台に立って閲するのであ

る。そして彼は群衆にこの記念日の意義について大要次のような演説をする。

　Lemuel　Pitkinの生涯を振り返ってみるならば，まず監獄に放り込まれ，次に貧

乏のどん底に突き落され，さらに暴力を受け，最後に殺された，ということに尽きる。

それは単純そのものであるが，彼は偉大である。なぜならば，彼は，すべてのアメリ

カ青年が，世に出て，公正に自由な行動をし，勤勉と誠実によって財産を築く権利を

持つぺきであると説いているからだ。彼自身はこの権利を十分行使できなかった。し

かし彼の殉死によって，国家革命党は勝ったのだ。その勝利によって，わが国はマル

クス主義と国際資本主義の侵略から救われたのだ。

　これを聞いた若者たちは歓呼の声をあげるのである。この揚面によって作者が意図

したことは明らかであろう。重要な要素が二つあると思う。その一はファシズムの危

機である。この作品の出版される前年1933年には，ヒトラーのナチスドイツが勢力

を増大し，12月にはナチスの一党独裁が確立している。ユダヤ人である作者はその

事実を深刻に受け止めたにちがいない。そう考えると，観閲台上のShagpokeはい

つのまにかヒトラーの像に重なってくる。そして主人公Lemを次第にdismantleす
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ることによって，軍事独裁政権の脅威を暗示しているのであろう。その二は，Shag－

pokeがLemを偉大であるとする理由の中にある立身出世ないし成功の空しい現実

である。Shagpokeは，すべてのアメリカ青年が世に出て，自由に行動し，財産を築

く権利を持つぺきである，と説いたところにLemの偉大さがあるという。しかし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごわれわれの知っている彼はどうだろうか。ヴァーモント州の田舎町から成功への夢を

胸に都会を目差したLemは次々にdismanUeされ，ついにclownとして生命を落

としたではないか。この彼のどこに成功への夢があるだろうか。作者は彼のdisman－

tlingにShagpokeの革シャツ党に象徴される軍事独裁の恐怖と重ねて，r成功への

夢〕の空虚さを説いているのだ。その際，作者は効果を高めるために種々r成功」に

関連する事柄を皮肉っている。また作中人物の名前にある種の意味が込められている

揚合が多い。本稿の最後にこれらに触れておきたいと思う。

　第一に，植民地風室内装飾を持つ古風な家が抵当に取られ，都会の店に見世物にな

る点，家は成功の象徴たるstatus　symbolであることを思えば，皮肉である。次に

Shagpoke　Whippleが元大統領であるというが，いまは田舎町の小さな銀行の頭取で

はfrom　rags　to　richesの逆である。その彼の結成する革シャツ党の制服があらい熊

の帽子に鹿皮服，モカシン靴にリス撃ち銃とくれぱ，これはDavy　Crockcttである。

そして，彼はフ・ンティア精神の具現者であるから，革シャツ党員の制服はフ・ンテ

ィアのイメジと結ぴつく。しかしこの党は右翼独裁党であるから，フ・ンティア精神

の常識的解釈ではない。またShagpokeたちがカリフォルニアヘ金鉱探しにゆくが，

ゴールドラッシュははるか昔のこと，空しい結果は目に見えている。その他にも拾え

ば見つかるが，以上がとくに目立つ点である。

　次に，作中人物の名前であるが，まず主人公を考えてみると，Pitkinはkin　to

pitで，その通り，彼の人生はpitの連続であった。最後に暗殺という最大のpitに

はまったのである。次にShagPoke　WhipPleはどうか。shagPokeはshag十poke

であり，shagは悪漢，ごろつき，pokeはpokeweed（やまごぼう）を連想させる。

どうみても元大統領閣下にはそぐわない。またWhlpp豆eはwhipにつながる。これ

で叩かれるのが主人公である。Lemの頭皮を剥いだインディアンIsrael　Satinpemy

はIsraelisasthinassatinandcheapaspennyと読める。言うまでもなく1srae1

はユダヤ人の理想の楽土であるが，その意味にかぶせて，成功への夢の彼岸を象徴す

るものとして用いているのではないだろうか。

　以上に見てきたようなさまざまな技巧は，これまで作品の価値を減じると批判され

ることが多かった。たしかに，刃Coωハ4漁oηには作者の作為が目立つし，作中人
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物の出会に偶然が多すぎることは否定できない。しかし，われわれは，「成功への夢」

という観点からこの作品を読み直し，さまざまの技巧をその観点から捉え直す必要が

あるのではなかろうか。


